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　新しく買った自転車に乗る。見るもの聞くものすべて新鮮だ。今日も元気にババ
チャリは走ります。心のときめきが伝わってきます。

バ
バ
チ
ャ
リ
は
走
り
ま
す

�

す
ぎ
や
ま　

す
み
れ

数
年
前
膝
を
悪
く
し
先
生
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

奨
め
ら
れ
た
。

今
の
自
転
車
は
三
台
目
、
ピ
カ
ピ
カ
の
新
車
だ
。

八
十
を
過
ぎ
た
の
で
小
さ
め
の
車
に
変
え
た
。

ア
ッ
！
早
く
行
か
ね
ば
踏
切
で
電
車
に
捕
ま
っ

て
し
ま
う
。
い
そ
げ
ー
。

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
！

ま
だ
い
た
の
？
早
く
お
山
へ
お
帰
り
、
暑
く
な
る
。

ケ
キ
ョ
！

ま
あ
！
い
い
お
返
事
だ
こ
と
。

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
駐
車
場
は
沢
山
の
車
で
一

杯
だ

茂
原
っ
て
す
ご
い
な
！
日
本
国
中
か
ら
お
仕
事

に
来
て
い
る
ん
だ
。

さ
あ
！
あ
と
少
し

娘
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り

今
日
も
元
気
に
バ
バ
チ
ャ
リ
は
走
り
ま
す
。

空
に
は
ハ
ト
の
一
団
が
朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

が
ん
ば
れ
‼
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一　

橘
樹
神
社
に
残
る
『
琴
の
記
』

　

橘
樹
神
社
に
は
、
享
保
九
年
（
一
七

二
四
）
に
当
時
の
法
目
村
で
発
見
さ
れ

た
神
代
杉
の
一
部
並
び
に
そ
れ
か
ら
造

ら
れ
た
琴
の
謂い

わ

れ
を
記
し
た
扁へ

ん

額が
く

及
び

観
自
筆
の
『
琴
の
記
』
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
扁
額
は
、
左
の
略
系
図
に
示
す

徂そ

徠ら
い

の
弟
観
の
撰せ

ん

文ぶ
ん

で
あ
り
、
徂
徠
の

養
子
道
済
（
兄
春
竹
の
実
子
）
が
板
に

陰
刻
し
た
も
の
で
す
。
ま
た『
琴
の
記
』

は
、
観
が
扁
額
の
文
章
を
浄
書
し
、
訓

点
や
句
点
を
施
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ

ら
三
点
は
、
現
在
茂
原
市
の
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
琴
の
記
』
に
は
琴
を
造
っ
た
経
緯

と
し
て
、「
本
廟
（
橘
樹
神
社
）
ヲ
修

ス
ル
ニ
会
ツ
テ
、
其
ノ
半
ヲ
切
取
テ
、

こ
れ
ヲ
垣
中
（
境
内
）
ニ
移
ス
。
琴
経

ヲ
按
ス
ル
ニ
良
材
タ
リ
（
琴
の
材
料
に

良
い
）。
乃
、
修
余
ヲ
祭
主
ニ
請
テ
琴

ヲ
造
ル
。」（
原
漢
文
）と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
神
代
杉
が
琴
の
材
料

に
適
す
る
と
し
て
、
神
社
の
修
繕
の
後
、

そ
の
余
り
を
観
が
貰
い
受
け
て
琴
を
造

っ
た
事
が
解
り
ま
す
。

二　

荻
生
家『
先
祖
書
全
』と
琴

　

白
子
町
の
荻
生
家
（
平
成
二
十
八
年

八
月
の
台
風
以
降
転
居
）
に
は
、
方
庵

の
家
督
を
相

続
し
た
観
の

孫
に
当
た
る

小
三
郎
が
寛

政
六
年（
一
七

九
四
）に
記
し

た
『
先
祖
書

全
』
が
残
さ

れ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
に
は
、

「
家
伝
候
品
」

す
な
わ
ち
荻

生
家
に
伝
わ

る
家
宝
の
一
つ
と
し
て
「
琴
」
が
記

さ
れ
て
お
り
、「
右
は
神
代
之
木
ニ
而
、

日
本
武
尊
之
軍
船
之
帆
柱
之
由
、
惣
七

郎
観
上
総
国
に
蟄
居
仕
候
節
、
右
之
品

得
候
而
、
琴
に
作
候
。
幷
右
琴
之
記
一

巻
惣
七
郎
観
著
述
。」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
観
が
琴
を
造
っ
た

の
は
上
総
で
生
活
し
て
い
た
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）以
前
と
い
う
事
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
神
代
杉
が
掘
り
出
さ
れ

た
と
さ
れ
る
享
保
九
年（
一
七
二
四
）の

年
代
の
信
憑
性
は
高
く
、
反
面
『
先
祖

書
全
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
琴
の
製
造

時
期
に
は
正
確
性
に
欠
け
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
観
が
琴
を
造

っ
た
時
期
は
、
享
保
九
年
か
ら
扁
額
が

作
成
さ
れ
た
享
保
二
十
一
年（
一
七
三

六
）ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

す
な
わ
ち
、
荻
生
観
に
よ
り
琴
が
造

ら
れ
た
時
期
は
「
上
総
国
に
蟄
居
仕
候

節
」
で
は
な
く
、
江
戸
に
舞
い
戻
っ
て

八
代
将
軍
吉
宗
に
儒
者
と
し
て
仕
え
て

い
た
頃
と
い
う
事
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員�

�

小
川　

力
也

問
合
せ

生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
９　

⒇
１
６
０
７

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

荻
生
家『
先
祖
書
全
』と荻生た
す
く
る
観
の
琴
No.382

（
宝
永
三
年
十
一
月
九
日
没
。
八
十
一
歳
）（
延
享
四
年
十
月
十
八
日
没
。
八
十
六
歳
）

方
庵
（
方
眼
・
景カ
ゲ

明ア
キ
ラ・

敬
之
）

景カ
ゲ

春ハ
ル

（
春
竹
・
幽
山
）

茂シ
ゲ

卿ノ
リ

（
徂
徠
・
惣
右
衛
門
）

道
済
（
三
十
郎
・
徂
徠
の
養
子
）

鳥
居
水
右
衛
門
女

（
享
保
十
三
年
一
月
十
九
日
没
。
六
十
三
歳
）

（
児
嶋
助
左
衛
門
養
女
）

女　

子

（
延
宝
八
年
二
月
晦
日
没
）

観タ
ス
ク
ル（

玄
覧
・
小
次
郎
）（
宝
暦
四
年
一
月
廿
日
没
。
八
十
六
歳
）

荻生観の扁額（橘樹神社）
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